
窃平和都市宣言

tlt界の↓富久ljZ初[品、人数兵i盤の尊重しーである。
しかしな力えら、合図なお也3干の生h~1品、 t~戦争の怠畿をはらみ、

誠!こ憂慮lこたえない。
わ万、E罰 I.:tO在ーの彼自\l~認として‘筏兵器の恐ろしごと、被爆援のお

しみを金伎界の人々 に訴え、 illU広島.f走路の惨織を繰り返して I~

No.B 1 B 1991年(平抑制

丑 毒善

、
一ノ

義援子if.j設務会麗財政露誌報広務課
子1;70-11重量E章子孫重量様子 1858 君 0471(85)1111

人
間
話
、
だ
れ
で
も
「
幸
請
な
生
活
を
送
る
稽
穏
」
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
入
閣
が
人
間

ら
し
く
生
ざ
る
た
め
に
な
く
て
は
窓
ら
な
い
権
特
で
ザ
。
密

吋
人
種
選
出
閥
、
こ
れ
を
機
会

日(日)

午前11時30分間場

市民会館ホール(入場無料)

12月自寺

所

臼

場

》

コ

ロ
月
4
日
(
水
)
か
ら

川
即
日
(
火
)
ま
で

し

し

と

願

っ

て

い

そ

の

に

は
、
自
分
の
杭
利
ば
か
り
を
主
強

す
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の
人
権

、翠験

-臨際化時代にふさわしい人権意識を育てよう

-いじめ、体罰の援を絶とう

-部議差別をなくそう

-女性の地位を高めよう

-路害容の完全参加と平等を実現しよう

つ
く
る
必
揺
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
人
権
週
間
の
強
誠
一
争
議

は
、
上
記
の

5
つ
で
す
。
私
た
ち

は
、
お
互
い
に
思
い
や
り
の
続
伸

人
権
合
作
返
し
み
つい

き

h
a
、

会
や
映
閥
会
を
行
う
ほ
か
、

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

講
演
会
と
映
頭
会

高幹

V
悶
時

時
か
ら
正
午
ま
で

V
場
所
中
央
公
畏
館
大
ホ

i
ル

手
賀
沼
に
育
つ
郷
土
の

4

可
ゲ
ス
ト
;
コ
ロ
ム
ピ
ア
ロ
ー
ズ

4

司
ゲ
ス
ト
・
沼
郡
俊
雄

強
調
事
項

手賞窓ベリ!こ法ねる民館接結と日本吉来由

信統的な笛、太鼓iこよるおはかしの競環。部土

芸芸能祭i志会年で第12銭安適え内容もさらiこ充

舎[Q]Io:ゲスト{之、歌手のお代コ口ムピ戸口

一ズ、石EB~主撞さんの 2 名をあE手びしまし芝。

ご家族おそろいでお楽しみください。

炉問い合わせ社金数祷諜岱(85)1151

収
機
に
感
謝
し
、

い
払
っ
て
平
和
な
日
々
を
類
、
っ

娯
り
は
普
か
ら
人
々
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
し
た
。

郷
土
芸
能
は
、
そ
う
し
た
庶
民

の
生
活
が
色
畿
く
出
た
、
ま
さ
に

の

心

め

と

J 

V
入
場
料

。
講
演
会

V
演
題
お
年
寄
り
と
人
協
{
相

V
タ
イ
ト
ル
家
践
の

V
内
容
ほ
の
ぼ
の
家
艇
と
一
鳩
山
仰

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
三
世
代
一
一
円
府

作
誠

>l之

v
a時
四

月

5
臼

持
か
ら
3
時

V
場
所
市
役
所
市
民
棺
銭
室

(
市
民
会
館
前
西
別
館
3
階
)

V
相
談
内
容
い
じ
め
や
親
子
、

夫
婦
、
扶
謀
、
相
続
等
の
家
庭
部

※
相
談
は
無
料
で
、
総
掛
は
問
問
く

V
問
い
合
わ
せ

広
報
広
務
課

人権
に

新し
擁護
〈表てる子氏・期滞E郎氏〉

く
方
で
人
絡
が
向
く
、

め
実
情
に
通
じ
、
人
権
に
つ
い

て
の
現
解
が
あ
り
、
法
務
六
回

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
力
で
す
の

み
な
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ

な
い
よ
う
に
監
視
し
た
り
、
詳

し
い

』
F

表
て
る
子
氏

な
お
よ
山
め

に
新
た
に
ぷ
て
る
子
氏
(
日
刊
歳
)

弘
法
二
一
郎
正
(
日
∞
必
)
が
法
務
大

山
よ
り
委
制
さ
れ
ま
し
た
ω

。
人
権
擁
護
委
員

※
翻
中
議
終
:
ふ
g
U町

1
4
2
3

岱
(
部

)
1
0
5
9

※
桜
井
鴻
お
e

お
引
件

2
2
3
4

岱
(
部

)
2
3
5
1

※
制
訓
練
孝
子

i
船
戸

2
1
9
l

認
宮
(
針

)
2
3
2
0

※
表
て
る
?
?
:
;
ハ
山
3
1
5

幻
怨
(
お

)
0
3
9
6

※
鬼
潜
一
…
一
部
・
'
・
我
孫
子
5
6
3

iMM怨

2
0
6
1

』
F

鬼
選
一
一
…
郎
氏

ス
ト

⑮
初
代
コ
ロ
ム
ピ
ア
ロ
ー
ズ

「
ど
う
せ
拾
っ
た
部
だ
も
の
」

「
東
京
の
パ
ス
ガ

i
ル
」
「
娘
印
は

ま
だ
純
惚
よ
」
は
か
。

⑥
石
間
間
後
雄
「
印
地
沼
旅
情
」

「
手
資
沼
市
吋
唄
」
ほ
か
。

「
大
杉

は
や
し

h
u
v
 

第
山
田
を
迎
え
た
今
年
の

芸
能
祭
は
、
「
ひ
ょ
っ
と
こ
駿
」
「
お

戸
は
や
し
連
中
」
「
あ
び
こ
ふ
る
さ

と
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
郷
土
に
法

わ
る
民
俗
諜
能
を
競
淡
し
ま
す

φ

A 
<I'5 c;.帳

、、

;s 
是非

合
連傘

出
液
者
と
諸
問
は
次
の
と
ふ
り
り

で
す
。

⑮
ひ
ょ
っ
と
こ
睦
「
稲
荷
山
」

⑩
川
崎
一
で
は
や
し
連
中
泉
神
楽

「
夫
総
つ
り
L

4
T
あ
が
こ
ふ
る
診
と
会

こ
の
広
報
紙
は
一
丹
生
一
紙
奇
務
用
し
て
い
ま
す

機使 支ナ反支す，~ê. 用平未のまち家公!
、、 a芯ぶ下
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一、=(1)-議

家

躍

を

新

場

築

さ

れ

だ

方

平
成
3
年
に
家
賠
〈
専
用
住
宅

ま
た
は
併
用
杭
宅
で
、
住
締
め
部

分
が
4
品川め

1
以
上
)
そ
新
・
場
議

さ
れ
た
方
で
、
総
説
諜
の
家
屋
調

布
が
一
例
ん
で
い
な
い
ガ
は
、
次
の

捌
問
中
に
住
宅
沼
地
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
土
地
め
課
税
が
住

市
沼
地
と
し
て
認
定
き
れ
、
軽
減

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
住
喝
用
地
と
は
、
人
が
住

む
と
め
の
家
屋
が
撒
っ
て
い
み
土

地
で
、
そ
の
住
宅
の
床
一
関
税
の
日

の
住
宅
敷
地
で
す
。
ア
パ

?
ン
シ
ョ
ン
mvも
含
み
ま

ト
す

ov申
告
で
診
る
方
向
凶
分
の
土
地

に
住
宅
を
新
絡
し
た
方
〈
繁
栄
も

含
む
)
。
焚
地
に
位
指
が
建
築
さ

れ
た
土
地
所
有
者
。

V
申
告
期
限
平
成
4
年
1
月
訪

日
(
木
)
法
で
に
諜
税
課
へ
。

※
出
叩
山
中
間
用
紙
は
、
課
税
課
れ
ぬ
よ
ぴ

各
支
所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

私

選

を

所

有

し

て

い

る

方

土
地
を
私
選
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
滋
路
の
利
用
版
、

総
長
に
よ
り
朗
建
資
産
税
の
減
額

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
選
を
吋
併
存

さ
れ
て
い
る
方
は
、
線
税
課
土
地

畑
州
議
係
へ
市
中
脅
し
て
く
だ
冬
い
。

V
実
施
時
期
平
成
4
年
度
課
税

分か、いり

V
申
告
密
機
出
期
限
平
成
3
布
十

日
以
月
部
門
口
(
水
〉
訟
で

V
該
滋
者
現
に
私
滋
と
し
て
利

用
し
て
い
る
土
地
の
所
有
者
{
共

有
者
も
含
む
)

3 

万
円
を
市
に
寄
付

第
万
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

我
孫
子
高
校
後
援
会
実
行
委
員
会
決
算
報
告

第818号

錦
町
川
包
令
嗣
潟
校
野
球

選
予
権
大
会
出
場
我
都
子

同
校
後
援
会
災
行
費
只
会

の
会
織
が
日
月

8
a
に開聞

か
れ
、
同
校
野
球
部
の
甲

子
関
出
場
に
寄
せ
ら
れ
た

好
付
の
決
然
報
告
(
下
衆

参
照
〉
が
行
わ
れ
中
耕
し
た
。

決
詳
の
結
来
、
皆
さ
ん

か
ら
羽
せ
ら
れ
た
好
付
め

合
計
は
、
ー
億
1
9
4
9

万
1
4
3
7
刊
。
支
出
総

艇
は
、

8
8
9
1
万
5
4

4
4
円
で
し
た
。

な
お
、
残
金
3
0
3
7
万
5
9

9
3
円
は
市
に
胤
阿
付
す
る
、
}
と
が

決
ま
り
、
日
月
四
段
{
火
)
に
同
提

行
勢
長
長
鈴
木
町
小
品
さ
ん
が
大
井
市

長
を
た
ず
ね
、
「
市
め
ス
ポ

i
ツ
僚

側
州
立
役
立
て
て
く
だ
さ
い
い
と
口
出

銭
を
李
総
し
ま
し
た
{
写
真
)
。

市
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
も
と

に
、
(
佼
称
)
ス
ポ
ー
ツ
援
興
法
令
一

そ
設
立
し
、
市
内
の
ス
ポ
!
ツ
振

興
に
役
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ
県
立
政
孫
子
高

校
時
叫
〈
位
)
5
1
8
1

V
私
選
の
補
正
率
費
公
選
か
ら

公
道
に
通
り
抜
け
で
ゐ
怒
る
私
道
に

つ
い
て
は
公
選
に
準
ず
る
扱
い
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
線
路
の
私
滞

に
つ
い
て
は
、
付
近
の
利
用
状
況

は
応
じ
、
産
農
の
と
お
り
補
正
を

訓
利
用
戸
数
は
、
集
際
に
そ
の
紘

潟
を
利
用
し
て
い
る
戸
数
で
、
そ

の
土
地
め
所
有
者
数
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。な

お
、
こ
の
綿
一
応
を
受
け
る
方

は
、
申
告
慾
に
次
の
榛
類
を
添
付

75% 50% 

表
一
滴

率
一
味

正
一
川

樺
戸

1
J
J

の一眼
道
寸

F
h崎
一

事

nz

一
v
 

右
況
の
決
策
立
つ
い
て
盗
査
の
絡
線
、

予
採
の
紘
一
汀
は
滋
一
応
で
あ
り
、
側
綿
綴
珊
剤
、
即
位

終
鯵
類
等
、
正
穏
に
処
怨
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
蕊
め
続
投
'o

早
成

3
年
刊
用
7
8

公 i設に
君主ずる

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
者
は
、
課
税
撫
お
よ
が
各

支
所
に
な
り
ま
す
。

。
讃
A
W
惜
官
蛾
公
閣
の
写
し
ま
た

は
測
殻
毘
(
濁
械
が
わ
か
る
も
の
)

H
H
お
細
い
日

す
で
に
私
溜
め
補
正
念
受
け
て

い
る
方
で
、
利
用
戸
数
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
機
一
比
率
が
袈
わ
る
場

合
は
、
課
税
課
土
地
調
査
係
へ
ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

得

か

と

鏑

た

だ

し

い

年

の

瀬

組
問
い
合
わ
せ
課
税
課
土
地
鱗
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
事
故
が

盛

係

多

発

す

る

縛

期

で

す

の

認

さ

巣

、

ス

千
葉
A
W
室

み

ん

怒

A
W
カ
で
守
わ
や
か
に

H
車
と
暖
一
居
ひ
か
え
め
に
け
H

75% 

冬
の
風
の
弱
い
穂
や
か
な
お
に

は
、
霊
山
汎
が
よ
ど
み
や
す
い
た
め
、

一
一
酸
先
窒
潔
な
ど
の
大
気
汚
染
物

質
が
滞
留
し
、
変
め
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
間
同
様
、
大
筑
汚
染
が
問
題
と

な
り
ま
す
。

そ
の
主
な
成
悶
辻
、
協
動
車
の

排
筑
ガ
ス
で
あ
り
、
暁
葬
器
具
か

年
末
年
始
の
吋
格
別
警
戒
取
締
り
ヘ

」
竺
趨
事
故
防
止
運
動
」
を
実
施

誌
曜
時

ら
め
榊
脱
線
に
よ
る
排
気
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
燃
や
市
で
は
、
口
汚

か
ら
1
月
ま
で
を
冬
期
大
気
汚
ぬ

防
止
対
策
の
強
化
期
間
間
と
し
て
、

工
場
等
の
事
業
者
や
市
民
的
皆
さ

ん
に
自
動
緩
め
佼
罵
抑
制
や
竣
房

器
具
の
適
正
短
周
な
ど
を
広
く
枠

び
か
け
て
い
ま
す
。

島
常
れ
い
な
駕
筑
を
取
り
廃
す
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

日
環
境
保
会
練
H

題器揚

リ
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
ほ
か
、
次

の
こ
と
に
も
心
掛
け
、
被
寒
川
い
ゐ

わ
な
い
よ
う
は
し
ま
し
ょ
う
。

。
悪
質
な
訪
問
続
殉
じ
注
窓

・
不
用
窓
に
ド
・
ア
等
を
開
け
な
い

0

・
不
必
要
な
商
品
は
、
最
初
か
ら

き
黙
と
し
た
態
度
で
断
る
。

窃
バ
イ
ク
・
鼠
職
事
は
防
犯
援
錦

をム
イ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
、

自
転
率
は
鍵
を
か
け
、
放
経
し
な
い

0

・
住
所
、
氏
名
、
電
話
を
明
記
し
、

自
転
滅
は
競
売
唐
で
防
犯
登
録
会
。

〈S
年
間
有
数
5
0
0
円
)

。
暴
力
密
口
対
し
て
は

・
暴
力
閣
を
街
ぐ
る
み
で
排
除
す

る
た
め
に
も
「
暴
力
団
を
語
れ
な

い
金
を
出
さ
な
い
利
嬉
し
な

い
い
そ
ス
ロ
!
ガ
ン
に
き
然
と
し

た
態
度
で
鵠
み
ま
し
ょ
う
。

一人

2
D喪
溜
安
全

夜
通
事
赦
一
止
濫
動

県
内
の
交
通
磁
場
故
死
亡
者
数
は
、

ク
リ

i
ン
ヂ
焚
沼
推
進
協
機
会

で
は
、
今
年
も
手
加
減
活
写
真
コ
ン

ク
!
ル
の
搭
務
仲
口
問
の
や
か
ら
日

点
を
器
び
、
山
出
年
版
♂
一
一
J

気
詔
カ
レ

ン
ダ
ー
を
待
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
手
加
減
招
浄
免
を
願
い

よ

J
F

!

 

ふ
守
的

LHア-
1

日
月
四
日
現
議
4
4
9
人
で
、
作

年
同
時
期
の
4
1
6
人
を
よ
悶
り
、

別
引
き
続
冬
増
加
す
る
一
方
で
す
。

殺
様
子
警
察
畿
管
内
で
も
昨
年

に
比
べ
、
事
故
発
生
件
数
、
負
傷
者

数
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
死
者
数
は
叩
人
{
昨
年
同
時

我
張
子
融
柑
脚
耐

指
令
は
1

不
帯
に
し
て
究
矯
'

事
故
に
あ
っ
た
入
の
た
め
に
、

交
通
災
惑
見
舞
金
総
撲
を
設
け

7
年
前
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
も

の
。
州
拘
滅
さ
れ
た
写
真
は
、
今
、
皆

怒
ん
が

B
常
を
通
じ
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
手
資
泊
め
瓦
の
機
し

さ
を
物
語
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

記有毒華街

月~ぎを
9 :00-16:30 
ゴ:
5・00-12:00

V記布場所

期
8
人
)
と
近
年
に
な
い
最
悪
の

ベ
i
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
年
の
瀬
を

越
え
飲
灘
・
ず
る
機
会
も
多
く
、
ま

た
、
気
ぜ
わ
し
ち
も
加
わ
り
、
ん
枠
制
叶

事
故
が
多
持
し
て
い
ま
す
。

一
瞬
に
し
て
噂
い
生
命
を
翠

い、

w
T
和
な
家
躍
を
破
壊
し
な
い

た
め
に
も
、
交
渇
ル

i
ル
そ
ん
寸
り
、

…
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
努
め

ま
し
ょ
、
つ
。

日
市
民
生
活
課

署
H
H

て
い
法
庁
。
ミ
リ
怖
い
一
日
?
と
れ
一
刈
い
れ
山

富
競
期
間
同
郎
通
鴻
郡
故
章
一

尽
か
角
}
山
部
以
期
句
協
会
t
y
x

V
対
象
ぷ
J

事
故
の
あ
っ
た
臼
現

在
、
我
孫
子
市
に
住
民
盤
強
を

し

で

あ

る

方

一

※
被
災
殺
の
故
溜
曜
紙
、
無
免
'
一

許
運
転
、
犯
罪
行
為
、
故
意
淡
た
一

は
蕊
元
役
結
決
一
点
一
法
ぴ
々
決
棋
な

ど
に
よ
が
議
蓄
広
馨

拾
い
対
象
に
穿
ゑ
せ
ん
。
…
~
仰
い

V
申
婿
先
一
hm洲
口
合
わ
せ
ヘ
ぐ
出

γ

鰯
機
に
必
要
事
喋
令
部
入
し
、

必
要
替
鮪
ぞ
換
え
ザ
九
市
民
生
活

競
合
終
J

溜
噛
癖
は
ぷ
用
足
生
鴻

課
に
あ
り
場
執
す
。
げ

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
そ
無
料
舵
布

ま
す
。
な
お
、
部
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
一
人
一
部
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

き:00-17:00
12J'l 2日-6U
{各;&;tl300務)

h lp大会的J1~ I …総 j賞翼手議問調mj
z量 i!t 後 判 31.771・657!F妥協字詰問吋;

日ii!出ιγ;l:;::::::;田明記1
ぉ士総5ト;合 Jl:?;万一 ( 

環
境
保
全
諜



(()e 
議 築818号

傑
鍵
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
合

1
の
口
の
日

〈
湖
北
駅
糊
口
徒
渉
2
分〉

岱
〈
肝
〉

1
1
3
1

し
あ
わ
せ
学
級

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
矧
で
ご
参
加
を
。

v
a時
ロ
月
幻
自
(
土
)
午
前
9

時
部
分
か
ら
日
時
(
受
付
は
当
日

午
前
9
時
日
分
か
ら
)

V
内
容
事
国
ミ
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
串
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
(
突
習
)
申
そ
の
地

画
材
四
同
)

V
時
間
午
前
9
時
加
分
か
ら
日

特
別
分

一、=

第 l@l
12月2B お産の話

(PI ) 経縁体操

第 2[i芸 12月9廷 妊娠中の歯科書結集
(月) 妊娠中と重量後の総長~

g震3[i霊 121守17B 主主緩やの吉宗主主
く火〉 妊娠中毒絞めCH芳{反主惑の滋}

手づく号才ムツ

{水} 字予ちゃんのー去を後

祷

児

桔

談

1閉の日掛休日当番属品主
参 JSお

惨診療時間午前桝抽出船時 与利品
砂持参するもの保険証 h L会tE 

、 耳慣タ

(3) 1991. 12. 

動

を
飼
っ
て
い
る
方
ヘ

動
物
に
よ
る
危
害
や
被
容
を
た
犬
・
秘
は
、
毎
週
木
嶋
田
の
午

訪
ふ
ん
す
る
た
め
、
特
に
次
の
こ
前
中
、
市
役
所
本
館
山
寸
関
設
で

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
引
き
と
っ
て
い
ま
す
。

①
犬
の
放
し
詔
い
辻
や
め
、
必
窃
危
険
な
動
物
に
指
定
さ
れ
て

ず
つ
な
い
で
鈍
い
ま
し
ょ
う
。
い
る
棋
や
蛇
な
ど
を
飼
う
場
合

金
犬
め
ブ
ン
は
、
飼
い
主
が
賀
は
、
知
事
の
許
可
が
必
袈
で
す
。

絞
を
も
っ
て
始
米
し
ま
し
ょ
う
。
V
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所
食

舎
や
む
を
え
ず
鍛
え
な
く
な
っ
品
衛
生
説
岱
(
閉
山
)
1
2
5
5

4

司
常
持
相
続
白
樺

平成3王手8}守主主

(通知がいきます)

。-6員長

(相談のある1J)

:是語道該受付時湾

9:15-9:45 

(該当児)
夜 間 d)急病のときは

瞬醤溜翻臨調l

V
持
品
世

謀
、
樹
ブ
ラ
シ

各
1
本
)

4
T鵡
6
か
用
見
鶴
康
診
霊
倍
程

期
a 

平
成

2
年

5
関口

1
8

か
ら
お
日
生
ま
れ

平
成

2
年

5
月
日
山
門
誌

か
ら
む
門
再
生
ま
れ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
皮
脂

~
お
よ
び
判
控
B
C
G

生
後

4
か
月
か
ら

4
識
米
掲
の

V
時
間

時
小
山
分

V
持
参

午
後
工
時
mw
分
か
ら
2

母
子
鑓
揖
捕
手
続

健診軍部)は
12馬表でです
?管内委託室護援欝でお字詰に受

診してください{探鐘センタ

d

可
ツ
箆
お
よ
口
出
制
窓
B
C
G日
韓

小
児
マ
ヒ
強
ワ
ク
チ
ン
一

ハ
ポ
リ
オ
〉
投
与
一

V
対

象

生

後

6
か
同
だ
か
ら
4
歳

未
満
で
、
ポ
リ
ホ
投
与
を
2
度
済

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児

(
1
回
目

と
2
密
自
の
鉛
隠
は

6
週
題
以
上

あ
げ
る
こ
と
)
。
対
象
先
に
は
通
知

し
ま
す
。

v
a持
口
バ
円
以
日
(
木
)
、
四
日

(
木
)
午
後
1
持
部
分
1

2
時
加
分

V
持

参

問

診

楽

予
時
間
接
種
は
震
穣
機
関
で

ー
も
今
亀

A

，.，
A

，きも‘，
A

，‘‘&・

4.‘.4.‘0
・
6
‘
‘

.
0・
‘

-
0・
も
も
も
‘
。
，
.. も
も
も
も
も
も
e
e
も
も
も
9
e
も
も
を
争
寺
舎
毛
も
争
&
，
e
も
も
も
&
-
e
，
‘
‘

現
夜
で
は
、

l
a
1
グ
ラ
ム
以
て
い
ま
す
。
潜
剰
摂
取
地
域
は
、
来
…
の
胤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
…

…

健

康

メ

モ

mw
下
で
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
、
北
海
道
、
関
東
、
倍
告
す

mw中
村

葉

一

等

兵

言

語

…

臨
時
一
…
受
山
中
に
は
、

2
グ
ラ
ム
本
の
は
と
ん
ど
が
該
当
し
て
い
ま
身
)
:
イ
ン
ド
チ
ン
ア
め
ジ
ャ
…

…

食

塩

中

毒

と

は

食

塩

過

剰

摂

の

食

塩

が

含

ま

れ

て

い

る

こ

と

か

す

。

ン

グ

ル

で

、

終

戦

を

知

ら

ず

お

一

一
取
の
こ
と
で
、
そ
の
撃
さ
し
ら
、
実
際
は
工
日

0
グ
ラ
ム
で
も
次
に
、
食
塩
摂
取
山
苦
闘
す
る
年
間
無
事
食
で
頑
張
り
、
書
二

一
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
れ
た
時
の
健
康
状
態
は
良
好
一

一

れ

て

い

ま

す

。

だ

っ

た

そ

う

で

す

。

一

一

本

小

児

の

き

:

・

ア

ト

ピ

・

需

要

詩

A
露

盤

奮

麟

盟

主

弘

弘

子

③

パ

ン

ダ

の

ラ

ン

ラ

ン

上

野

一

一

ア

レ

ル

ギ

ー

が

多

く

な

り

、

け

熱

雪

高

齢

審

題

審

議

髄

護

藍

可

動

物

閣

の

食

塩

入

り

ご

馳

喜

一

一

い

れ

ん

を

結

こ

す

こ

と

も

あ

り

イ

属

議

議

欝

ず

隆

監

一

日

官

事

誕

百

に

出

て

、

死

ん

だ

の

で

は

…

一

ま

す

。

な

い

か

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

一

…
本
妊
婦
の
場
合
・
:
紙
娠
中
毒
症
〈
食
堪
の
摂
取
澄
〉
部
沖
斜
路
・
:
技
取
扱
が
冬
1
日
日
長
持
万
歳
。
皆
さ
ん
的
抑
制
涼
一

…

が

多

く

な

り

ま

す

。

日

本

人

は

ミ

門

口

ぬ

か

ら

お

グ

ラ

グ

ラ

ム

、

友
1
臼
7
グ
ラ
ム
で
躍
の
人
め
よ
う
に
グ
減
塙
食
。
で
、
…

…
*
忠
容
の
境
問

im思
比
一
か
ム
の
摂
取
室
長
さ
と
い
わ
れ
生
省
の
法
一
級
以
合
格
す
る
噌
一
の
さ
ら
に
健
や
か
な
長
野
を
巡
し
…

…
多
く
な
り
、
協
の
版
関
心
も
な
で
い
ま
す
ぷ
是
認
発
表
明
言
、
感
マ
ナ
。
法
た
、
定
食
会
過
食
せ
ず
み
ま
し
ょ
う
。
…

…

り

ま

す

。

エ

口

M
M
W

グ
ラ
ム
以
下
め
絞
殺
滋
な
豚
肉
、
大
蕊
、
繰
紫
色
野
撚
等
合
光
V
問
い
合
わ
せ
税
孫
子
市
擁
…

…

〈

食

鳴

の

必

饗

窓

〉

ら

ば

、

受

叩

が

3
空
地
び
る
と
し
分
は
と
る
健
一
勝
祭
、
、
常
対
日
本
側
ム
…
品
位

(
ω
ω
)
S
5
2
5

…

相
識
を
行
い
ま
す
。

利
用
く
だ
ぢ
い
。

V
日

時

均

月

6
臼
(
金
)
午
前
9

時
泊
分
か
ら
日
時
却
分

V
場
所
市
役
所
本
館
1
措
市
民

課
前
来
談
室
(
無
料
)

句、，
) 

次
の
予
防
接
種
は
底
器
機
誌
で

受
け
て
下
さ
い
。
実
諸
医
療
機
認

は
、
「
保
健
セ
ン
タ
!
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
訪

接
穂
、
を
希
望
す
る
方
は
僅
認
に
ご

棺
鵠
く
だ
さ
い
。

V
持鼎
V

V
醐
周
期

V
控
議

郎
先
生

続
悦
河
内
科
濫

横
山
連

罵
之
り
援
痛
教
室

肩
こ
り
や
緩
痛
で
協
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当

g
は
、
錨
則
的

相
談
も
わ
ね
受
け
し
ま
す
。

V
時
間
同
午
後
2
待
部
分
か
ら
3

待
(
受
付
は
1
待
i
I
持
部
分
)

W
V

官

僚

し

込

み

セ

ン

タ

i
へ

し
V

該

当

児

お

よ

び

接

種

期

間

12!lli B 
〔火}

身近な健康法{慾}
体後〈主主呼吸、体をぬかす釜本}

食事診断

栄善幸のバランスをとるために

正しい歯のみがきブ7と治そうのうろうの予防
府こり腰縮予防の体操

"" .，.. F時な主

EI 

拍
保
健
所
か
ら
許
可
い
い
日

3
競
児
健
康
診
鷲

-
歳
の
誕
生
白
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児
u

な
お
、

1
期
は
生
後
必
か
月
ま
で
に
3
1
S
遂
の

関
備
で

3
邸
機
秘
旬

2
綴
は

l
綴
終
了
後
、
ロ
か

月
か
ら
叩
ゆ
か
月
の
問
に

1
閥
接
種
。

(
S同
凡
を
除
く

年
間
〉

V
日
時
四
月
初
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
2
時
(
柏
保
健
所
)

V
内
容
盤
形
外
科
慰
に
よ
る
診

察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
棺
談

V
持
参
母
子
健
闘
胤
手
帳

一
山
崎
療
宵
劃
一

V
対
象
心
臓
摘
を
心
配
さ
れ
る

四
歳
未
満
の
方

v
a時
四
月
山
品
目
(
火
)
受
付
午

後
1
時
叩
分
か
ら
2
時
〈
柏
保
健

所
)

V
内
容

問
齢
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
血
圧
測
定
、
心
電
留
、
診
察
お

よ
び
指
導

V
申
し
込
み
ロ
月
山
口
8
(木
)
ま

で
に
、
袷
保
健
所
保
健
指
導
課
へ

斌
話
で
予
約

幾年

務手
案話
内の



(4) 199L 12. 一一七z

合
(
引
制

)
f
T
a
j
o

⑧
滋
北
台
分
抽
出
合
〈
M
W
〉
3
6
5
5

⑧
布
伎
分
際
問
叫
(
部
)
1
3
4
2
4
2

@
移
動
鈎
怨
館
公
(
的
W
)
0
9
0
S

吋
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
特
鏡
』
一

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
く
~
一

ク
リ
ス
?
ス
関
係
の
図
惑
を
紹

介
し
ま
す
。

V
密
名
・
:
審
者
*
ク
リ
ス
マ

ス
・
カ
ロ
ル
:
チ
ャ

i
ル
ズ
・
デ
ィ

ケ
ン
ズ
本
学
慰
め
ク
リ
ス
?

ス
:
・
村
上
滋
初
中
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ヴ
・
;
市
内
鈴
牧
子
事
グ
リ

ス
?
ス
的
思
い
出
:
ト
ル
!
?

ン
・
カ
ポ

i
テ
ィ
ホ
ク
リ
ス
マ

ス
ブ
ッ
ク
小
作
り
で
迎
え
る
ク
リ

ス
ザ
ス
(
文
化
出
版
局
)
*
ク
リ

ス
サ
ス
リ
ー
ス
〈
サ
ン
リ
オ
)
*

サ
ン
タ
ク
ロ
ス
物
語
(
求
部
金
〉

中
小
品
ソ
ン
グ
ク
ロ

i
ス
と
ク
リ
ス
サ

ス
:
・
カ
ト
リ

i
ヌ
・
ル
パ
ニ
ョ
ー

ル
*
グ
リ
ス
ザ
ス
と
バ
レ
ン
タ

イ
ン
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
:
・
渋
谷
良
子

本
私
め
キ
ャ
ン

γ
ル
づ
く
り
(
来

京
マ
コ

i
社〉-

E
長

楽
し
い
わ
り
絡
や
絵
本
の
読
み
問
問

か
そ
そ
行
い
ま
す
。
4
歳
か
ら
Q
U

歳
く
ら
い
の
チ
ピ
ッ
ウ
ナ
終
決
れ
H
H

一

V
E程
〈

十

念

、

四

日

rc;. d弱第818号

(
水
)
市
民
会
館
第
4
会
議
録
一

*
M
U
悶
バ
ロ
日
(
木
て
お
臼
宇

佐
分
館
お
誌
な
し
の
部
議

V
時
間
午
後
3
時
部
分
か
ら
4

中
期

V

織
物
(
セ

i
タ

参J13HFJ者
募集

z調d=5

耳'p

ー

)

・

(

帯

設

)

、

パ

ッ

チ
ワ
ー
ク
・
鈴
木
寿
美
子

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・

佐)、
蝋
展
示
諮
問

日
開
バ
ヱ
門
u
i
鉛
臼

2:20-2:50 

3:10-4:00 

1:30-2:00 

2:JO-2:50 

3:10-4:00 

2:00-2:45 

3:00-4:∞ 

水

土器

Ct jr手

t 務? 水 守舟 f手 室主

あら与野ストア J袋

五 :Ei:i 支 え 次 公 凶 !

?支 聖子 宮子 3 -7.1ト公 長室

長E 露考会 4 号公綴

久ミ手家あけぼの公閥

次主主ショ y ピングセンタ.-..~見

?ド

ま在

氷

警護韓議?館轡(3審議Ji

鳥
の
博
物
結
で
は
、
昨
年
に
引

冬
統
魚
、
「
為
だ
こ
教
室
」
を
間
関
俄

し
ま
す
。
冬
休
み
前
の
休
伐
を
利

用
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鳥
だ
こ
を

作
り
ま
せ
ん
か
。
テ

i
マ
は
。
お

だ
ゆ
}
を
作
り
大
空
に
飛
ば
し
て
み

よ
う
。
で
す
。

鳥
め
療
や
飛
織
の
型
か
ら
、
だ

こ
の
部
会
決
め
る

ざ
ま
な
形
を
し
た
鳥
が
い
る
こ
と

会
学
習
し
ま
す
。
今
認
は
ゲ
イ
ラ

i
カ
イ
ト
濯
の
だ
こ
を
鳥
の
飛
糊

の
捌
か
ら
ど
一
一
1
1
ル
布
令
制
利
用
し

て
制
作
す
る
為
だ
こ
救
獄
中
で
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

va特
立
月
詑
臼
(
ぽ
)
午
後
工

時
か
ら
4
時
加
分
〈
受
付
は
午
後

0
時
部
分
か
ら
〉

V
場
所
為
め
博
物
館
総
笈

V
都
集
人
数
先
溜
m
w
名
(
小
・

中
学
生
ま
で
)

V
参
加
資
1
人
2
0
0
河
(
材

料
代
)

V
講
師
佐
藤
管
男
氏

(
8
本
的

熱
の
会
〉

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
投

援
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
地
話
番
号
を
明
記
し
、

口問バ

m
g
(火
、
消
印
有
効
)
設
で

に
高
野
山
2
3
4
め
3
鳥
め
静
物

館

怨

2

2

1

2

へ

加ぞま

A
昨
年
の
鳥
だ
同

謙
一
-
ゅ
う
あ
い
我
訴
手
間
宮
」

の
ザ
」
利
指
を
ぽ

…
惜
祉
カ

i
「
ゅ
う
あ
い
我
捺

{
H
Z

フ
ト
付
ワ
ゴ
ン
…
現
行
持

写
真
上
日
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
一

ま
す
。ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
料
用
で
丞
る
方
市
内
は
住
所
一

が
あ
り
、
次
の
各
且
つ
に
該
当
す
る
一

万

一

川
心
身
態
盟
国
者
(
児
)
お
よ
び
高
齢
一

者
並
び
に
そ

間
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
貸
出
料
無
料
。
た
だ
し
、

し
た
燃
料
は
、
議
を
遮
却
す

に
問
問
問
涯
を
檎
給
。

V
焚
出
期
間
3
日
間

V
取
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

普
福
祉
課
慨
答
橋
校
保

れ
で
も
、
ゴ

i
ル
し
た
時
は
チ
!

っ
コ
}
一
応

H
J

分
続
得
合
う
一
一
品
目
立
は
は
い
一

‘.
5
V

ム
ー
し
い
1
9
9

ソ'今
o

f

t

-

‘

政

問

月

間

以

g
に
は
江
戸
川
川
広
融
上
"

観
技
場
で
会
図
本
漉
手
権
が
行
わ
一

…

ラ

ク

ロ

ス

の

嬢

史

凶

器

く

、

ツ

で

あ

る

。

れ

る

。

一

北

米

イ

ン

デ

ィ

ア

ン

が

殺

し

ん

公

式

戦

は

瀞

と

秋

め

リ

i
グ
よ
い
ゲ
;
ム
を
見
る
の
も
鱗
一

一
で
い
た
ボ

i
ル
ゲ

i
ム

だ

と

い

戦

、

そ

し

て

新

人

戦

が

あ

る

。

現

収

穏

に

な

り

ま

す

。

懇

喜

一

mん
で
、
一

…
わ
れ
る

c

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

め

第

は

3

部

で

戦

っ

て

い

る

が

、

な

か

少

し

ず

、

る

チ

i
ム
に
な
り
一

…

3

菌

、

第

4

空

会

だ

い

は

正

式

な

か

苧

h

昼

に

め

ぐ

ま

れ

な

い

。

た

い

と

抱

負

を

そ

一
種

8
と

し

て

行

わ

れ

て

い

た

。

「

山

出

冬

分

け

や

1

、

2

点

差

負

け

一

競

合

問

、

フ

ィ

ー

ル

ド

・

ホ

ッ

ケ

め

ゲ

!

ム

が

多

い

で

す

ね

。

…

!

に

的

似

て

い

て

グ

ロ

ス

(

あ

み

な

か

勝

た

せ

一
付
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
)
を
競
っ
て

…

ム

ポ

i
ル
を
想
芸

i

和醐
)11村学菌女子大学

ラウ開ス

ル
に
い
れ
る
ゲ
j
ム
。
ル

i
ん
は

男
子
と
女
子
と
で
は
違
い
、
チ
ー

ム
人
数
も
男
子
山
名
、
女
子
ロ
名

で
あ
る
c

め
な
い
ス
ポ

i
ツ

だ
2
年
前
に
川
村
山
学
践
女
子

大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
は
創
部
さ
れ
た
。

現
殺
の
部
民
数
は
お
名
で
あ
る
。

は
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

メ
リ
カ

神
戸
ナ
ル
チ
ム

2
か
月
ほ
ど
コ

i
品
ノ
し
て
い

ま
し
た
。
今
は
斡
め
練
習
2
屈
を

含
め
、
沼
4
間
練
濁
し
て
い
ま
す
」

と
キ
ャ
ブ
一
ア
ン
の
性
藤
総
予
さ
ん
。

ク
ロ
ス
を
繁
っ
て
ボ
j
ん
を
翠

い
合
う
た
め
、
打
ち
身
や
す
り
怒

ず
が
絶
え
な
い
。
競
技
場
は
、
サ
ッ

ヵ
i
と
ほ
ぽ
同
じ
成
夕
刊
明
、
運
動
量

も
多
く
、
か
な
り
激
し
い
ス
ポ

l

市
で
は
、

が
通
院
や
旅
一
付
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
参
加
を
し
て
い
た

HL
譲
り
ま
す
1

V
有
料
で
申
セ
パ
レ
;
ト
ス
テ

一
レ
介
、

C
D
ラ
ジ
カ
セ
‘

8
段
変
減

ぷ
一
筋
転
車
(
叩
ザ
ン
)
、
椛
気
オ
ー
ブ
ン

〈
高
橋
位
〈
M
M
)
7
9
2
9
〉
本
カ

一
一
フ
介
ケ
セ
ッ
ト
〈
渡
辺
住
{
的
〉
4

轡
脱
会
脱
出
式
の
練
習
で
キ

i
一
6
1
3
〉
ズ
ボ
ン
ブ
レ
ッ
サ
|
、
電

パ
ー
が
シ
ュ

i
ト
ぞ
や
ヤ
ツ
一
気
毛
布
〈
寺
部
位
{
部
)
1
6
5
3
〉

チ
舎
一
フ
ク
ロ
ス
懇
の
皆
さ
ん
…

v無
料
で
*
健
康
よ
ら
さ
が
り

。
務
〈
山
崎
男
、
.
悦
)
0
0
0
0
0
〉

俳句

際立

文芸安だよりはきまさんがつくるコ

締切は毎月訪日(必翁)0 1人 1作Lこ絞ります。応

募うもは筏孫子1858市役所fよ報誌聴謀。なま室、 1月
1日号の文芸芸だよりは総会によりお休みします。

短歌

ぷ

a 

， 
v 

染谷泉径幾山本鷺太選

松み
詐官ち

グ〉

岱く
;織の

'D 
日
織
っ
て
く
だ
さ
い
1

*
冷
越
路
、
決
だ
く
器
〈
(
部
)

0
5
0
5
〉
本
方
ル
ガ
ン
ま
た
は

キ
!
ポ

ihF
〈
鈴
木
怨

8 
9 

6
8〉

V
申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接

さ
い
。
な
お
、
コ

i

ナ
i
掲
載
は
市
民
生
活
翻
で
、
電

話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
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湖

北

駅

南

口

へ

ゆ

い

て

約
5
分
。
閑
静
な
住
宅
前
に
湖
北

ム
口
軒
町
内
会
が
わ
る
(
者
密
参
照
)
。

昭
特
許
与
に
発
足
し
減
北
台
地
誌

の
鴎
治
会
で
は
一
番
古
い
。
現
在

の
会
員
数
は
工
2
5
世
噌
(
日
程
)

で
構
成
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
サ
ラ

リ
!
?
ン
世
帯
で
お
る
。

会
開
討
を
務
め
る
鎌
方
さ
ん
と
役

員
の
方
に
お
話
し
を
例
っ
た
。

「
以
前
は
、
こ
の
辺
り
に
も
熔
や

空
き
地
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

こ
数
年
ア
パ
ー
ト
や
酔
協
議
場
が
で

診
て
、
町
市
内
の
景
観
も
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。
主
な
活
動

と
し
て
は
、
軒
肉
親
睦
会
と
湖
北

一一‘! 、司耐剛・・e

~. 務(5) 1991. .12. 

来
年
が
町
会
発
足
羽
賂
年
。
搬
す
陵
会

で
会
員
同
土
砂

や
ク
リ
ー
ン
請

ふ
れ
あ
い
を
。

台
以
部
地
豆
ん
口
苅
役
約
り
大
会
が

2
大
…
小
業
で
、
そ
の
錦
、
利
・
秋

の
ク
リ
ー
ン
消
泌
な
ど
を
行
っ
て

い
喝
悼
す
。
今
年
の
緩
総
会
は
、
日

バ
ぬ
け
「
み
ん
な
で
お
い
し
い
お

料

型

を

食

べ

を

テ

i

当
日
は
子
供

大
努
め
人
が

抑
制
ま
り
、
役
員
が
作
っ
た
焼
ソ
パ

や
お
で
ん
な
ど
で
穀
食
を
と
っ
、

っ
た
品
物
の
抽
選

@
湖
北
合
策
部
地
区
食
踊

り
大
会
で
の
山
山
鹿
鼠
景

場
町
内
会
の
栂
議
み

日
日
湖
北
台
町
内
会
H

ま

た

、

の

交

流

も
大
切
に
し
よ
う
と
、
湖
北
ム
口
次

郎
地
区
致
問
料
り
大
会
な
ど
に
も
駁

観
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
町
会
と
し
て
大
き
な
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
路

よ
叫
紘
一
本
や
ブ
ミ
問
題
が
課
題
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
身
近

な
間
期
だ
け
に
協
震
に
対
応
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

釘
会
は
米
何
十
で
制
創
立
お
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
憾
の

地
樹
祭
ん
に
綜
会
の
存
夜
会
P
円れし

て
い
き
、
会
災
関
士
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
る
お
・
識
を
ふ
や
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
¥

V
会
長
鎌
方
明
彦

の
日
の
4

…

rmv
こ
'
r
n
J
k
p
'
P酔
}

臼

は

針

執

委

毛

、

女

性

越

の

辻

mg
昔

が

一

夜

餅

正

月

号

を

完

了

し

、

豪

撤

一

手

4pai
諸

問

針

仕

事

の

納

め

の

お

で

も

あ

り

ま

に

な

る

と

嫌

っ

た

た

め

で

て

っ

て

時

切

れ

芳

話

機

、

ぇ

、

交

一

し
た
(
地
区
に
よ
り
秘
違
あ
り
)
。
〈
必
諮
り
も
閥
横
)
そ
し
て
鵠
さ
絡
の
食
事
そ
す
る
。
こ
れ
が
お
せ
一

す
す

一
一
般
に
は
月
の
こ
と
を
川
崎
河
川
災
な
ど
身
の
窃
り
の
お
々
は
安
今
ぞ
い
う
火
山
川
除
は
、
「
斜
払
わ
づ
た
ヲ
ゲ
}
伏
せ
、
話
回
会
乗
せ
ち
料
授
に
、
年
絡
し
そ
ば
も
こ
…

一
や
先
生
方
な
ど
が
容
を
駆
け
間
く
、
農
家
で
は
秋
め
収
一
穏
や
毒
た
い
い
は
な
り
竹
や
笹
川
り
校
受
去
、
餅
を
供
え
ま
し
た
。
内
慰
安
」
行
わ
れ
に
含
ま
れ
る
と
い
い
ま
て
ゆ

…
る
こ
と
か
ら
師
走
、
長
料
品
凧
お
金
や
ま
と
め
良
い
を
し
た
と
い
家
中
め
一
年
認
め
官
二
凶
か
け
な
い
す
殺
-
総
す
る
と
い
い
ま
す
。
お
く
は
戯
摘
は
夜
な
徹
し
て
一

一

月

の

認

ま

る

こ

と

か

治

四

月

な

い

ま

す

。

て

払

っ

た

と

い

い

ま

す

。

か

つ

て

お

闘

は

い

よ

い

よ

年

越

し

。

大

新

年

を

違

え

た

と

い

い

、

初

詣

…

…
ど
ゆ
心
い
家
す
が
、
「
師
走
」
は

0
0
日
は
「
一
品
お
め
」
と
い
い
、
は
ど
の
家
も
カ
一
v
h
?
で
火
を
焚
い
山
崎
尽
の
臼
に
は
一
家
の
主
人
が
汰
に
夜
中
の

0
時
ご
ろ
で
か
け
る
…

…
「
仕
様
つ
」
に
通
じ
、
そ
の
一
長
い
竿
に
程
を
お
ー
い
仰
引
に
立
て
か
た
の
で
線
引
去
っ
皐
…

7ミ
ニ
浴
し
身
宏
一
治
め
た
後
、
カ
キ
ダ
レ
の
も
神
社
仏
践
に
お
篭
も
り
会
…

…

仰

古

川

仕

事

を

極

め

る

控

識

の

し

た

名

掛

り

だ

と

い

い

法

、

て

…

一
意
味
も
あ
る
と
い
い
家
す
e

e

J

j

こ
の
夜
じ
ゅ
う
組
冬
明
か
す
一

一

2
5
2和初
期

最

一

区

内

J
J
J
勝

2
F鋸

昭
一
一

J

こ

と

か

ら

事

長

と

い

一

…

ま

で

の

地

元

の

良

家

の

様

子

長

関

一

一

Y一
/'luv
事

省

関

副

司

奇

声

、

F
宜

一

章

関

瞥

露

、

ぃ

、

除

夜

嘉

は

寺

院

の

禁

…

…

や

凶

器

諒

し

た

「

湖

北

成

山

岳

山

」

;

:

…

し

)

…

'

と

何

十

一

間

法

警

の

芭

切

り

の

分

間

三

一

(

湖

北

度

会

…

慾

な

ど

で

み

ま

す

の

慈

味

も

あ

る

と

い

い

ま

ナ

。

一

一
と
、
ロ
月
の
始
め
(
あ
る
い
は
け
ゆ
ぶ
し
た
。
こ
の
時
は
鐙
の
ロ
を
の
ほ
か
に
閥
均
機
、
流
し
沼
、
篤
小
片
い
う
小
さ
な
綴
弊
明
、
各
部
間
臓
を
太
織
牒
が
掠
腿
さ
れ
る
と
新
…

…
そ
れ
以
前
)
か
ら
連
尽
に
わ
た
一
?
に
向
け
た
と
い
い
ま
ず
か
ら
蜂
屋
な
ど
外
の
掛
捻
は
男
性
が
、
カ
絞
っ
て
回
り
、
こ
れ
い
に
よ
っ
て
家
患
の
正
汚
と
泊
勝
の
正
月
が
議
…

…
っ
て
正
月
め
単
備
作
品
識
が
営
淳
一
芳
純
め
を
意
味
し
た
の
で
し
ょ
下
や
鍋
釜
山
き
な
ど
間
織
内
の
捕
を
釈
…
械
を
湖
、
え
る
液
晶
げ
な
場
、
と
問
さ
れ
、
議
一
時
記
風
習
な
ど
が
一

一
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
骨
子
。
う
か
、
一
授
、
片
付
神
織
が
金
述
、
略
称
は
女
性
が
受
け
持
コ
詑
た
。
し
、
殻
品
川
山
誌
の
入
口
に
抑
制
し
て
矛
盾
し
た
現
象
も
み
ら
れ
ま
す
。
…

正
月
間
周
回
聞
の
鯛
識
も
、
湖
北
、
描
徳
晶
化
投
げ
込
む
と
か
、
こ
の
日
揚
絵
が
す
む
と
、
注
連
縄
、
門
峨
除
け
と
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
年
求
め
行
事
が
…

一
布
佐
一
地
械
の
各
家
で
は
日
月
米
竺
つ
白
小
情
が
誉
議
品
川
切
に
来
松
、
撃
す
な
ど
正
月
飾
品
ゲ
ろ
く
こ
の
年
越
し
の
夜
は
一
年
の
最
恵
白
押
し
な
の
も
、
古
人
が
い
…

…
に
行
政
い
仏
利
根
川
対
岸
の
均
る
日
で
、
自
の
多
い
簡
を
掲
げ
て
り
飾
り
付
け
ま
し
た
。
後
の
夜
と
い
う
よ
り
も
、
正
月
の
か
立
正
月
を
大
切
な
筋
肉
出
と
考
…

…
刊
の
地
球
市
に
行
っ
て
災
い
求
お
く
ど
恐
札
で
や
っ
て
こ
な
い
と
答
月
用
明
…
慨
は
決
ま
っ
て
初
日
守
、
¥
歳
神
合
唱
え
入
れ
る
新
年
え
て
い
た
か
の
証
で
し
ょ
う
。
一

…
め
ま
し
た
。
中
で
も
設
鎖
、
雑
い
う
績
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
こ
の
か

m
gに
市
か
告
訴
し
た
。
こ
れ
に
含
ま
れ
る
夜
で
、
こ
れ
ま
で
に
(
市
史
織
さ
ん
喜
一
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理
問
工
事
の
た
め
仮

匂

月

3
日

布
栓
釈
が
公
共
雄
設
を
鉾
殺
し

た
近
代
的
な
捻
上
釈
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
は
、
本
年
1
月
訪
日
号

の
広
報
で
わ
ω
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
継
電
気
窪
や
援
駅
舎

の
工
事
が
進
み
、
い
よ
い
よ
、

(日〉

姶

駅
建
設
に
向
け
て
く
い
打
ち
な
ど

本
格
的
な
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ロ
月
8
日
(
悶
)
の

始
発
か
ら
平
成
5
年
4
月
め
完
成

ま
で
、
布
佐
駅
は
仮
駅
舎
の
創
刊
扇

と
な
り
ま
す
。
佼
駅
舎
は
変
電
所

の
新
木
駅
秘
で
、
構
内
で
は
仮

設
鍛
り
換
、
ぇ
結
設
の
使
用
、
ホ

φ
袋
駅
ん
時
凶
器
包
設
策
り
換
え
階

段
骨
但
駅
舎
位
鐙
出

"ラ
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海

れ

…

盟

主

必

と

い

わ

れ

て

い

ま

す
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滞
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R
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一
今
認
め
会
溺
展
で
は
、
こ
の
…

一

盤
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蜘

い
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一

隅

盤

沈

官

む

の

シ

リ

i
ズ
で
隣
市
し
ま
す
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盤

匹

詰

躍

動

議

争

中

れ

る

お

た

ち

と
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髄
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Y
討

一

生

主

き

と

し
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裂
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醸
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γ
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で
お
楽
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舎
に

発

か

ら
i
ム
待
合
同
点
も
撤
去
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自
由

通
路
は
こ
れ
ま
ぞ
ど
お
り
で
す
。

工
事
諮
問
州
中
は
、
地
元
は
じ

め
駅
利
用
品
惜
の
皆
さ
ま
に
、
大

波
ご
地
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い

ア
}

び，~こ

あ

あ

れ

こ

れ

め
、
出
張
し
ま
し
た
(
写
真
・

思
六
版
、

2
2
0真、

1
5
0

0
内
〉
。
緑
色
の
山
行
銭
と
し

て
鰭
惑
を
呼
び
そ
、
つ
で
す
。

同
勢
楽
部
は
、
昭
和
日
年

に
設
立
。
会
民
め
年
齢
は
、
川
山

代
か
ら
印
代
が
ほ
と
ん
ど

で
、
会
社
員
、
主
婦
、
公
務
員
、

弁
護
士
な
ど
部
人
。

山
の
選
定
は
あ
た
っ
て

は
、
流
域
め
地
域
的
パ
ラ
ン

8
党
・
白
根
山

我
孫
子
殺
山
供
楽
部
が
創
立

山
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
利

枝
川
流
域
の
山
々
加
山
刷
会
踏

破
。
そ
の
山
一
行
銭
安
「
利
棋
山
内
流

域
五
十
出
」
と
い
う
本
に
ま
と

8
M
M
)
 

(
5
8
3
μ
)
法
判
、
部
出
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
ブ
。
昭
和
印
年
日

月
か
ら
丸
3
年
か
け
て
行
わ
れ

た
山
行
の
記
銭
で
す
。

111 
根
'11我
苫葺窓 :IJT{

議 芝
王tfR 
十遍
llJ謡
」 q
を
出
版

変
形
。
ャ
ザ

が
中
堅
で

…
…
…
認
さ
お
セ
ン
チ
と
何
セ
ン
チ
の
メ
i
ク
イ
ン

と
ど
り

中
開
中
に
住
む
都
鳥
あ
き
さ
ん

〈
花
蹴
〉
の
耕
し
て
い
る
家
施
謀

範
明
、
、
大
き
な
変
形
ジ
ャ
イ
そ

が
と
れ
ま
し
た
。
抑
制
り
山
山
さ
れ

た
の
は
S
間
対
米
。
問
問
さ
部
門
ン

(
8

2
5
M，
)
と
訪
日
ン

(
3
8
5
M
J

の
メ
!
ク
イ
ン

2
つ。

「
体
の
た
め
に
は
じ
め
た
家
臨

諜
鱗
で
、
ね
し
よ
う
が
め
よ
う
な

大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
と
れ
て
驚

い
て
い
法
す
J
と
今
も
自
宅
の
玄

附
は
緩
い
て
い
ま
す
。

東
葛
飾
燥
業
改
良
替
及
所
で
は

「
普
通
の
大
気
h
A
d

は
い
山
勺
ぐ
ら
い
、

隠
そ
れ
以
上
に
な
る
と
2

醐
次
成
長
で
芽
が
出
て
し

醐
ま
い
ま
す
。
朕
聞
と
し

幽
て
は
長
一
燃
の
錫
響
で
日

幽
照
不
足
と
な
り
、

2
次

欄
成
長
が
抑
、
ろ
」
り
れ
大
会

捌
く
な
っ
た
の
で
は
い
と

醐
話
し
て
い
ゆ
ぶ
し
た
。

側
出
品
形
玖
ヤ
ガ
イ
一
応
w
舗
を
手

品
川
に
す
る
都
潟
地

mssん



第818警 4島 ({)I. 一一、出
かめだ まい
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(合間・ 1歳?か月)

たかひろ

摸宏くん
〈中綿・ 1

平成3年11月?日現疫 *t!t苦手数39，733世曙

人口12七982人 鍔61.2竹人女60，771人
@市役所本庁 85-111守
番暑つくし野支所 84一部01
@湖お台支所 88-0828
@滋北支所 88-2111
著書布使交所 89-2358
@教湾委演会 85-廿出。7.1<濃局 84-0111
@消妨饗 84-C119
@少気センター 84ー1900
@保健センター 87-竹31
曜野市民会総 84…33竹
曜最中央公良飽 82-0515

電器市民図警察鐙本館84-1110 溜花台

分館87-3055 布佐分館89-1311
移動議迫撃霊鐙 87-09悶

警警都市改選事務所 85-1171
毒事身体簿審議徳社センター 88-0141
綴あらをき函館-4188
暴露つつじ渡部-0123
建量生活療機諜〈浄化徳)87-2379
(ゴミ)87-00~5 (し段)88-2547

修子ちを衛近隣センター 89-3740
暴挙天王台北近燐センター 82-99錦
織板戸近隣センター 83-53631:絡の間態 85-2212 勢市民センター純一7刀2 滋花 1

4器市民間箆笠 ニ115立"EJ出二笠互盟二1193一一一
|ふれあい手駕惑の愈;
l rデ オ & トーキング(

'1S81:12.' 1 (6) 
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定

，.参加費 600向〈材!jsj資金む〉

，.申し込み・問い合わせ J ¥1.プキ

!こ住5号、氏名、年齢、電話怒号を騎

記レ、包部5臼(/に必溜〉さまでに我

孫子新自問中央公民鑓「遊びそ懇

ろうJ 係雪印2)0515へ
沼.溜:・ JII:を題材と
した趨什惇務語 (J臨本〉

ら午後ヰ時〈正午から T持碕休殻〉 状を湾ずる35歳米満の方

券場所 。マート裁孫子j芯

砂問い合わせ 我係子ライフ守ンズ

クラブ事務濁ままく88)2496

!危積物職者指定講習会!

砂勤務・報麟 非常勤講師…時鰭

務飾け菊間2360F弓〉、養護毅諭…

終的勤務〈緩められだ総与〉

砂受章表方法・問い合わせ履歴緩

iこ必要事演を記入し、"F280守二葉市

炉簸日 午成ヰ年2用138(木〉 中央40.)惜の28祭事攻湾庁学模毅湾

券場所 手議県由治会鵠〈手霊祭市〉 郡高椴毅育課まま0472(23)4172へ

炉応募内容沼、湖、111など広く白 砂対象平成2年 5月22日以都立 ※採用1;3::登縁慾の中かじ瀦狩

納テーマにしだ劃作閥抗い 危険物の取扱慨、保安舗に従 (雰i九戸掘窓んでも相談
!ま翻本〈募集対象は県内在住宅笈〉 警察していだ乙種危険物取扱替で、 | ハ丹、皆川

砂m募方法・問い合わせ 400~開き 消防法の改正はよりその危縫物の 砂臼跨 12月刊巴〈字1午後 f詩か

め原稿馬紙10校以よこに作自〈未発 類ガ移動し芝方。 54詩〈相続無料〉

表のもの〉夜番さき、住所、氏名〈ぺ 俳受信期間 12月 6自〈金〉から13 券場所千葉市中央コミュニティ

ンネーム〉、電話番号きを明記のう 出〈金〉、 12湾 8自1;3::除< センタ…第61欝習祭

え、平成4年号用何回〈読〉訟でに 砂受信湯所‘問い合わせ窃務用 炉対応者弁護士、社会保険労務

海野山新83193手資沼貌7J<広場合 紙!こ!J)t¥襲撃演を記入のうえ"F280 士、医療ケースウ…幻ーほか

(84)0555へ 平漢市来r.J;.2の141のれ賠〉消防拭炉問い合わせ不索中央法律事務

※習作穫はそ界貿沼親水広場に帰属 験研究センターネ葉県支部霊堂0472 煎怨0472(25)4567

レ、lffSj.募作おは返却レぎせん。

(動く物倍教室参加者j

惨期倍 平成ヰ王手T月218C火〉午

前古詩30分J内語船矯叡前集会

(68)0381へ郵送ぎ怠「ま持参

※E/3ii露関紙1;3::我孫子市消臨本部!こ

もあります。 071て…イスカウト筆記孫子第守間様

から社会種祉施設警察備基金iことパ

ザー売よこ金2方自の簿{ざがありま J

第陪設髄京護資格者講習会!

14\~2)u連盟軟季大会 135422;zz;午後暗 fftJJZZ官官官22172t訂2U22満開始〉から社会得
b四時 12ft弓汚臼(8)午前 S鍔30 砂謬所ラミ主台北近隣センター 惨対象 18歳以よこの殿内夜住者 2月26位、 27時、 28日 社施設整僑護主役!こと我孫子市家銭

分受信関始 炉内容本ピデニオ「よみガえれ諏 炉参加費無料〈多絞の場合主主選〉 炉場所第2電波己jし〈千代器窓慰安会即売での売上の一部T応用

炉場所1UE送体官琴錦 結滋J 上映 *市減量設による児 砂E伊し込み・鱈い合わせ往復八 タトネ母島2の14の10) の容{寸ガありを賛した。

炉 穫包努女ダブルス ト 2・3部 路湖 視察 報告 万年け枚{こ 2名まで〉問主務、氏 努鯵請期購 12月 3自〈火〉からね り今村賢之票方様〈並木〉から社会議

(1 . 28sオーブン) ，.鱈い合わぜふれあい手賞怒の 名、宏容錦、濁話番雪、突潟日、参加 臼〈木〉 祉施設慈錆護金!こと湖北Jmi会総会

炉参泌鍵 T組お:)0問、亡が-惑校生 会 」二本立主主く88)217T 経験の事事熊夜明記し、平成ヰまま，.申請方法 侵務総務審〈設孫子 でのマ汐ツクショーのu又盗事金5000

忠rr;み2123綴 l市長杯争奪盟碁大会lzzzzJ5221zzzrf??忠弘二22152723立2212みからあら

"$し込み・問い合わせ /¥刀キ ....8符 12月15日〈自〉午前9錦之f

[こ穫百、ランク、住所、氏名、年齢、 らぺ08寺受{寸〈混花台市民センター〉

電話番号そ明記し、う2月 68C金、 砂定員党議64名〈参加費1000丹〉

iJ渉選〉在費でに中綜竹78-4芝田毅志 快競技方法 ヰクラスト、ーナメン ル募集人委主初穂郡年少総(3綴

霊堂(88)4372ヘ ト方式くま愛罰、参加賞、昼食吋〉 宛〉若ニ子名、年際組出綴児)5名¥

!赤米の展示1
砂慰問 12月 3白から羽田

砂場所 手賀沼続之}く広場71くの舘2
際環示場く入湯無料〉

炉内容赤米の零翼と疑艇の護示

炉問い合わせ郡北座会嬰努まま

(88)0001 

15潟緊生活講援|
ト「廃総花巻寿司欝留金.J

"8時 12月20巴〈金〉午前109苓
惨場所天王台兆近隣ゼンター

予定 銭党議24名く参加問料〉

険対象 市内在住宅言、滋親会灘 小学童話第 T学年室護学級7名、弱視

が問い合わせ我孫子市鶴毒事連盟 学級7名、各学年転入若平名

伎久調室宝(82)2937 砂出懸期間 12月128C木〉から20

日〈金)(選答81e主来年?時28芭〉

|臨時生活指導員 j
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き混の生活指導員 炉人数 30名〈会祭器、修業3年〉

》資絡 箔・大卒以上でJ以遠学孫、 排出願線経 12持 2巴(時〉から平

毅湾学孫、社会学系者をおさめ定方。 成ヰ壬1=1岡沼田〈土〉

まえさi志望義務以上で2宣伝以iニ精神簿 炉問い合わせ 成田赤十字警警護専

務の犠祉に燃する寝室業に従事しだ 門学続入器保n0476(22)23竹
b持参工ブ口ン、五角巾、メモ 経験むある方

，.e紛し込み・問い合わせ 怒ききで

市民生活課まま(85)1111内線329

|松戸友の会バザー!
炉巴 符 党 問128C木〉午競匂時30

分から正午〈有佼南i丘犠センター〉

炉内容手作りパシ鍋ケーキ、クッ

キ一、こじブGン、 Jj¥物、おもちゃ、

ソサイクん用部〈衣類〉

炉開い合おせ高権主主(88)6813

第 7悶我孫子ライオンズ
クラブコフイパンク運堂護金 l

チャリティーゴルフ大企;

ル潮臼 平成ヰまとう湾24日〈金〉

炉壌汚汗 我孫子ゴルフ娯楽部

か葬祭人箆先議官G名(30緩〉

砂参加業費 守人 4万円〈プレ…鍵

は各自負怒〉

炉室経し込み・鱈い合わせ 噴きおで

爵クラブ謬務慰霊まく88)2496C土、日

を験<午前知時から午後4時〉

なミユーヲカんです。

炉日鍔 12月23Eヨ〈祝〉第 T悶午

前知時需演、第 2[QJ午後f時30
..分間演

診入場事専 800円く会湾i自由〉、

1500向〈親子券〉

快入場券発売所平賀盤活、ブ

ックススズキ、無井饗;否、石I11春

光堂、aびごサーとゴスセンター、

山の美しい人だちがおりなす レコートくあっぷる、ポピ一、市民

主愛と友情の甥語。ヌフルブスの少 会館内禿活ひろガり、市民積率

女ハイジ、みんなガ知っている 館滋花台・布佐分館、中央公民

この湾名なお話ガ、叡やおどり 盤、椙そごう、格運鶴屋、取手と

をおりさ安ぜて、皇居るく楽しい劇 うぎゅう

炉問い合わせ 社会事実湾課まま

(85)1151 

jすさき内〈財〉東京務災指導協会へ きき閥、身体障害撃者徳社"t~シタ一、ひ

炉問い合わせ 市湾訪本拐さ再訪諜 まわり閤!とぜこぞうきんの寄贈ガあ

怨 (84)0119 りましだ。
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